
地域創成看護学講座 教授：石丸 美奈

認知症を有する人中心のケアリング・コミュニティ
協働デザインのツール作成と検証

■取り組んでいる研究内容

認知症を有する人との地域共生を実現する社会を目指し効果的に
地域づくりを推進するためのケアリング・コミュニティ構築モデル
を開発し、実証を通して、その構築方法を理論化することを目指し
ています
本研究は科学研究費補助金（B）の助成を受けています

• 家庭や地域など、人々の生活の場において、人々の生命、健康、
生活をまもり、その質を高めていく上で、機能を発揮する看護実践
を教育・研究対象としています

• 地域の看護活動を支える理論開発、方法論開発、それらの社会
への発信・普及に取り組んでいます



２０２１年・２０２２年度修了の博士前期課程・後期課程のテーマ
• 第一子を育てる母親のエンパワメントに影響した地域子育て支援活動参加の経験 （前期）
• 在宅で生活する青年期にある医療的ケア者の日常生活における自立に向けた意思決定の経験（前期）
• 自然災害を経験した市町村保健師に対する災害時保健活動リフレクション支援プログラムの開発－外傷後
成長の促進をねらいとして－（後期）

• 壮年期独身男性のソーシャルサポートを活かした生活習慣病予防につながるセルフケア行動支援指針の開
発（後期）

• 保健師による支援対象者へのケアリングを促すための 職場内教育（On-the-Job Training）としての事
例検討会モデルの開発 （後期）

■受け入れ可能な研究内容

２０２２年度から看護管理学プログラムの大学院生を受け入れています

研究対象者は、多様です
重視していることは、予防、人と人との支え合い、人や地域がもつ強みです
研究デザインは、質的研究が中心ですが、アクションリサーチ、混合研究法も取り入れていきます
博士後期課程では、現場に適用できる支援モデルや支援指針などの開発を目指します

・保健師の管理者（候補）が、研究を通して現場の課題解決・人材育成に取り組むことを支援します。土曜日や夜
間の時間を使って学ぶことができます。これからを見据えて、取り組みに関連する概念を学び、突破力を磨きませんか？
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